


















1.はじめに 

身体発育、精神発達の著しい乳幼児期の家庭での保育のあり方が、う蝕の発生と密接な関

連があり、早期の歯科保健指導が、う蝕予防に重要であることは広く認識されてきている

。1 歳 6 ヵ月児健診は、まだう蝕について意識をもたない保育者に対しても注意を惹き、

歯科医療機関を受診させるきっかけを作ることで、その後の歯科的管理・指導を行う上で

非常に意味のある健診であるが、内容や事後管理の方法等、未だ充分であるとは言えない

ことは前年度の調査で明かとなった。 

今回は、1歳 6ヵ月児健診と地域毎に実施されている 1、2歳児を中心とする歯科保健サー

ヴィスを受ける機会のあった3歳児について、その保護者がう蝕についてどのように認識

し家庭で実践しているかを調査し、幼児歯科保健のすすめ方を検討した。 


